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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。

　「日記形式での県政報告Ｖｏｌ．５」をお届けします。今回は愛知県議会２月定例
会の内容が中心です。私の所属します福祉医療委員会や本会議において、新型コロ
ナウイルス感染の問題が多数取り上げられましたが、この件については状況が日々
変化しておりますので、ぜひそれらは愛知県のホームページなどで最新の情報を入
手して頂ければと存じます。
　昨年の７月からミササガパークでのラジオ体操にほぼ毎日参加しています。冬の
間、暗い中で行っていた体操も、今では太陽の光をたっぷり浴びて毎日約５０名ほど
の参加で行っています。今、世界中が新型コロナウイルスとそれに起因した景気悪化
で厳しい状況になっていますが、「明けない夜はない」その言葉を信じています。
　今回の［県政報告Ｖｏｌ．５］では新型コロナウイルス以外の内容を含めお伝えし
ます。ぜひご一読頂き、県政を少しでも身近に感じて頂けたら幸いです。

2.19
日から３月２５日まで３６日間の会期で２月定
例愛知県議会が始まりました。
 いつものように全員起立をして開会式が行わ

れた後、本会議に入りました。諸般の報告・会期の決定の
後、全ての議案を一括議題として大村知事から提案理由
の説明がありました。２０２０年度当初予算は一般会計２
兆５７２２憶余円、特別会計と企業会計を合わせると４兆
１８２２憶余円となり、一般会計の予算規模は２０１９年
度の当初予算に対して２．４％の増額で過去最大となって
います。
 主な事業としてはジブリパークや、新市場を開拓するス
タートアップ企業の支援拠点の整備など、愛知の更なる
飛躍につなげるための『愛知新起動』の年と位置付けた
大型投資予算となっています。
 しかし単年度の歳入だけで歳出を賄うことができず、
多額の基金取崩しに依存する厳しい財政状況となってい

今 るのです。従って今後も、経済・産業の活性化を進めるこ
とにより税源の涵養につなげると共に、より一層の合理的
な行政運営が求められています。

『愛知新起動』　されど厳しい財政状況水

3.25
月定例愛知県議会も今日が最終日です。冒頭、
新型コロナウイルス感染症対策関連の補正予
算が２件追加上程され知事より説明がありま

した。その結果、今議会で可決した新型コロナウイルス感
染症対策関連の補正予算は次の３事業です。
 
❶中小企業の方を対象とした｢新型コロナウイルス感染
症対策緊急つなぎ資金｣の制度を創設するものです。
これは、前年同月または２年前同月と比べて売り上げ
等が減少している方が対象で運転資金、融資限度額
５０００万円です。利率は年１．２%、信用保証料を全
額愛知県が補助し、融資枠としては２０００億円設け
ています。
 
❷新型コロナウイルスの感染拡大のために実施された
学校の臨時休業に伴い、放課後等デイサービスの利
用が増加した児童について、保護者と市町村の負担分
を助成するものです。予算額は２億１８０万円です。

２ ❸新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業に
より、収入が減少した世帯に対して、生活福祉資金貸
付制度に特例を設けて、資金貸付による生活費用の支
援を行うものです。補正予算額は１８億３００万円で、
受付窓口は各市町村の社会福祉協議会です。

新型コロナウイルス感染症対策関連の補正予算水

4.10
知県独自の［緊急事態宣言］が発出されまし
た。様々な自粛により経済活動が停滞し、くらし
が本当に厳しくなっている方が多数おられるの

ではないかと心配しています。そこで３月２５日の日記で
書いた❸について、もう少し判り易い表現で紹介しま
す・・・
　コロナの影響で収入が減って本当に困ったら、「刈谷市
社会福祉協議会」に相談しましょう。高齢者施設ひまわり
の中にあります。社協は本当に困っている人の味方です。
ここが窓口になって、国の「緊急小口資金等の特例貸付」
の受け付をしています。
 
◇コロナで収入が減って生活の苦しい人　バイト・社員・
個人事業主全部ＯＫです。

◇会社が休業した人だけでなく手取りが減った人もＯＫ
です。

愛 ◇とりあえずは当面の生活費１０万お貸しします。保証人
不要・利息なしです。

◇個人事業主には倍の２０万お貸しします。小学校が休
校で仕事を休まなければいけない親御さんにもお貸し
します。
◇１０万や２０万借りても、それでもやっぱり苦しかった
ら、あるいは万が一失業とかしたら「総合支援資金」が
あります。こちらは月２０万Ｘ３か月までお貸しします。
こちらも無利息・無保証人。つまり全部合わせたら最大
８０万です。
 
　この制度は当面の生活を建て直して貰うための制度で
す。どんなに長い夜でも夜明けが必ず来ます。この苦難を
乗り越えて、来年の今頃には皆で笑ってお花見に行きま
しょう。

困った時は緊急小口資金等の特例貸付＝社会福祉協議会へ金
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3.9
月定例愛知県議会は３月６日（金）と９日（月）の
２日間、本会議場において議案に対する質疑が
行われました。この［議案質疑］は、１回３０分

以内（質問２０分・答弁１０分）で本会議場の自席から行
います。今回は２日間で延べ６５名の議員が発言をし、私
も次の２項目について質疑をしました。
 
◎スタートアップ・エコシステムについて
　スタートアップとは最先端の人工知能（ＡＩ）や情報通
信技術（ＩＣＴ）を活用して、斬新なアイデアで新市場開拓
を目指す創業間もない企業を支援をし、そうした企業の
新たなアイデアとモノづくりの優れた技術との融合による
イノベーションを誘発し、愛知県産業の成長を拡大させる
取り組みです。具体的には次のような事業があります・・・
❶中核支援拠点となる施設［ステーションＡｉ］を鶴舞の
勤労会館跡地に建設（開設予定２０２２年１１月）

❷ステーションＡｉが整備されるまでの間、切れ目のない
総合的なスタートアップ支援のため笹島にあるグロー
バルゲート名古屋内に今年の１月より早期支援拠点を
開設

2 ❸大学院生などを対象としたビジネスプランコンテスト
を新たに開催

❹首都圏のスタートアップ企業と県内企業とのマッチン
グ支援

❺起業に必要な経費を補助（上限２００万円、補助率１／２）
❻県内サテライト支援拠点とのネットワーク形成
❼海外のスタートアップ支援機関や大学との連携
この内、今回の質疑では❻❼について当局の考えを質し
ました。

◎小中学校における部活動指導員の配置について 
　部活動に対する教師の負担軽減のために［部活動指導
員］という制度が平成３０年度からスタートしました。
　この［部活動指導員］さんは顧問の教員の立ち合い等
を必要とせずに、単独で生徒への実技指導や大会等への
引率が可能で、市町村が配置する場合にはその費用を国
が３分の１、県が３分の１負担してくれるのです。愛知県内
では２０１８年度は７市で３３人、２０１９年度は１２市で
１２１人、２０２０年度は１４市で１８２人と配置が拡充し
ています。
　私はこの制度によって「教師の負担軽減」だけに止まる
のではなく「部活動の充実」にも繋がることが理想だと
思っています。

本会議場での議案質疑　２項目について発言月2.25
案説明３日目。今日は午前中に建設委員会、午後
からは教育・スポーツ委員会について行われまし
た。

刈谷市内の県立高校に関することで４点紹介します・・・　

①刈谷東高校に空調設備が設置されます
 県立高校普通教室の空調機器の多くはこれまでＰＴＡによ
る設置がされて来ましたが、刈谷東高校には設置がされてい
ませんでした。そこでこの度、リース方式による整備が県の当
初予算で計上されています。当選間もない昨年の夏、ご家族
の方からの要望を当局と大村知事にお伝えしていただけに早
期の実現に安心しました。

②トイレの改善（床の乾式化・便器の洋式化など）を行います
２０２０年度工事＝刈谷北高校・刈谷東高校
２０２０年度設計＝刈谷工業高校
　「床の乾式化」が優先課題ですから、既に乾式化が図られて
いるトイレについては「和式→洋式」への変更は行いません。

③刈谷北高校のグランドと豊田自動織機のグランドを交換します
２０２２年度に交換→２３年４月供用開始
　北側の道路（織機前から西に延びる道路）にある緑地帯
（樹木・植栽）については緑化保全の観点から残す可能性が
あります。現在、県と織機とでグランド内整備の調整をして
います（芝生やトラックのアンツーカーはどうするか。地元

議
刈谷市内の県立高校　快適な学校になるよう整備をします火

ではグランド内にある２５ケのマンホールトイレは全て残して
欲しい旨の要望をしています）
 

④刈谷高校の体育館を改修します
　昭和３３年に建築され既に６０年以上経過しています。主
な改修内容としては、屋根の防水・外壁改修・内装改修（ス
ロープ新設・床改修・ラインやり替え・バスケットゴール改修・
防球ネット取替）・壁や天井の塗装です。予算は約２憶５千万
円で、今年の夏頃から来年の２月頃までの工期で、卒業式や
入学式には間に合うようにします。

2.28
民党・新政あいち・公明党の３会派、それぞれ
団長により県政の諸課題について代表質問が
行われました。答弁するのは、知事・県警本部

長・教育長の３名です。３名の質問に対する答弁の中から
それぞれ１項目をご紹介します。
 
杉浦孝成議員（自民）
　Ａ・Ｂグループで２回受験する現在の公立高校入試を
改革して２０２３年春の入試から新制度で実施する。その
ために２０２０年度の早い時期に有識者らによる検討会
議を立ち上げ、１２月をめどに新制度の案を公表する。
 
安藤敏毅議員（新政あいち）
　文部科学省が昨年末に公表した調査結果によると、
愛知県内の教育用コンピューター整備状況は１台あたり
７．５人で全国最低でした。そこで２０２０年度中に高速
大容量の通信ネットワークを県立高校と特別支援学校

自
会派団長による代表質問金

全てに整備する。また、県立高校１０校をモデル校として、
１校あたり４０台のタブレット端末を配備する。そして特
別支援学校では国の補助対象となる小学５年から中学１
年までの全児童生徒分として８９２台を導入する。
 
木藤敏郎議員（公明）
　アクセルとブレーキの踏み間違えによる急発進を防ぐ
ため、安全運転支援装置を車に後付けする際の購入補
助制度を創設します。国が５割を補助してくれますから、
それに上乗せして県と市町村が４割を補助します。従って
本人の負担は１割だけとなります。対象は６５歳以上で
す。既に刈谷市は昨年の１２月から対象を７０歳以上とし
てこの制度を実施していますが、今後は６５歳以上からに
拡充されると思います。
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3.13
が所属する福祉医療委員会が開催されまし
た。通常の議案審査などのほか、特別に「新型
コロナウイルス感染症対策に係る県の対応」に

ついての説明がありました。

　また、一般質問についてもコロナウイルスに対する質問
が多くあり、内容としては「マスクの供給について」「市町
村との連携について」「相談対応について」「入院体制（病
床数）について」「ＰＣＲ検査について」などについて活発
な議論がなされました。

私 　尚、「入院体制（病床数）について」４月１０日現在の
データで追記しますと・・・

　愛知県内に感染症指定医療機関は１２か所、計７２床
あり、多数の患者が発生した場合は入院協力医療機関
（愛知県内に３３か所、計８９床）にお願いし、更にその他
の医療機関で受入れに協力して下さる病院を含めると
約２５０床の入院が可能となっています。また、症状がな
かったり軽かったりする感染者が一時的に生活できる施
設で２００室を確保しています。

福祉医療委員会＝新型コロナウイルス感染症対策を中心に議論金
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円で、今年の夏頃から来年の２月頃までの工期で、卒業式や
入学式には間に合うようにします。

2.28
民党・新政あいち・公明党の３会派、それぞれ
団長により県政の諸課題について代表質問が
行われました。答弁するのは、知事・県警本部

長・教育長の３名です。３名の質問に対する答弁の中から
それぞれ１項目をご紹介します。
 
杉浦孝成議員（自民）
　Ａ・Ｂグループで２回受験する現在の公立高校入試を
改革して２０２３年春の入試から新制度で実施する。その
ために２０２０年度の早い時期に有識者らによる検討会
議を立ち上げ、１２月をめどに新制度の案を公表する。
 
安藤敏毅議員（新政あいち）
　文部科学省が昨年末に公表した調査結果によると、
愛知県内の教育用コンピューター整備状況は１台あたり
７．５人で全国最低でした。そこで２０２０年度中に高速
大容量の通信ネットワークを県立高校と特別支援学校

自
会派団長による代表質問金

全てに整備する。また、県立高校１０校をモデル校として、
１校あたり４０台のタブレット端末を配備する。そして特
別支援学校では国の補助対象となる小学５年から中学１
年までの全児童生徒分として８９２台を導入する。
 
木藤敏郎議員（公明）
　アクセルとブレーキの踏み間違えによる急発進を防ぐ
ため、安全運転支援装置を車に後付けする際の購入補
助制度を創設します。国が５割を補助してくれますから、
それに上乗せして県と市町村が４割を補助します。従って
本人の負担は１割だけとなります。対象は６５歳以上で
す。既に刈谷市は昨年の１２月から対象を７０歳以上とし
てこの制度を実施していますが、今後は６５歳以上からに
拡充されると思います。
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3.13
が所属する福祉医療委員会が開催されまし
た。通常の議案審査などのほか、特別に「新型
コロナウイルス感染症対策に係る県の対応」に

ついての説明がありました。

　また、一般質問についてもコロナウイルスに対する質問
が多くあり、内容としては「マスクの供給について」「市町
村との連携について」「相談対応について」「入院体制（病
床数）について」「ＰＣＲ検査について」などについて活発
な議論がなされました。

私 　尚、「入院体制（病床数）について」４月１０日現在の
データで追記しますと・・・

　愛知県内に感染症指定医療機関は１２か所、計７２床
あり、多数の患者が発生した場合は入院協力医療機関
（愛知県内に３３か所、計８９床）にお願いし、更にその他
の医療機関で受入れに協力して下さる病院を含めると
約２５０床の入院が可能となっています。また、症状がな
かったり軽かったりする感染者が一時的に生活できる施
設で２００室を確保しています。

福祉医療委員会＝新型コロナウイルス感染症対策を中心に議論金
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紙面の都合上、一部の内容しか掲載することが出
来ません。私のＨＰでは日記をほぼ毎日更新してい
ますのでぜひご覧下さい。

　「日記形式での県政報告Ｖｏｌ．５」をお届けします。今回は愛知県議会２月定例
会の内容が中心です。私の所属します福祉医療委員会や本会議において、新型コロ
ナウイルス感染の問題が多数取り上げられましたが、この件については状況が日々
変化しておりますので、ぜひそれらは愛知県のホームページなどで最新の情報を入
手して頂ければと存じます。
　昨年の７月からミササガパークでのラジオ体操にほぼ毎日参加しています。冬の
間、暗い中で行っていた体操も、今では太陽の光をたっぷり浴びて毎日約５０名ほど
の参加で行っています。今、世界中が新型コロナウイルスとそれに起因した景気悪化
で厳しい状況になっていますが、「明けない夜はない」その言葉を信じています。
　今回の［県政報告Ｖｏｌ．５］では新型コロナウイルス以外の内容を含めお伝えし
ます。ぜひご一読頂き、県政を少しでも身近に感じて頂けたら幸いです。

2.19
日から３月２５日まで３６日間の会期で２月定
例愛知県議会が始まりました。
 いつものように全員起立をして開会式が行わ

れた後、本会議に入りました。諸般の報告・会期の決定の
後、全ての議案を一括議題として大村知事から提案理由
の説明がありました。２０２０年度当初予算は一般会計２
兆５７２２憶余円、特別会計と企業会計を合わせると４兆
１８２２憶余円となり、一般会計の予算規模は２０１９年
度の当初予算に対して２．４％の増額で過去最大となって
います。
 主な事業としてはジブリパークや、新市場を開拓するス
タートアップ企業の支援拠点の整備など、愛知の更なる
飛躍につなげるための『愛知新起動』の年と位置付けた
大型投資予算となっています。
 しかし単年度の歳入だけで歳出を賄うことができず、
多額の基金取崩しに依存する厳しい財政状況となってい

今 るのです。従って今後も、経済・産業の活性化を進めるこ
とにより税源の涵養につなげると共に、より一層の合理的
な行政運営が求められています。

『愛知新起動』　されど厳しい財政状況水

3.25
月定例愛知県議会も今日が最終日です。冒頭、
新型コロナウイルス感染症対策関連の補正予
算が２件追加上程され知事より説明がありま

した。その結果、今議会で可決した新型コロナウイルス感
染症対策関連の補正予算は次の３事業です。
 
❶中小企業の方を対象とした｢新型コロナウイルス感染
症対策緊急つなぎ資金｣の制度を創設するものです。
これは、前年同月または２年前同月と比べて売り上げ
等が減少している方が対象で運転資金、融資限度額
５０００万円です。利率は年１．２%、信用保証料を全
額愛知県が補助し、融資枠としては２０００億円設け
ています。
 
❷新型コロナウイルスの感染拡大のために実施された
学校の臨時休業に伴い、放課後等デイサービスの利
用が増加した児童について、保護者と市町村の負担分
を助成するものです。予算額は２億１８０万円です。

２ ❸新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業に
より、収入が減少した世帯に対して、生活福祉資金貸
付制度に特例を設けて、資金貸付による生活費用の支
援を行うものです。補正予算額は１８億３００万円で、
受付窓口は各市町村の社会福祉協議会です。

新型コロナウイルス感染症対策関連の補正予算水

4.10
知県独自の［緊急事態宣言］が発出されまし
た。様々な自粛により経済活動が停滞し、くらし
が本当に厳しくなっている方が多数おられるの

ではないかと心配しています。そこで３月２５日の日記で
書いた❸について、もう少し判り易い表現で紹介しま
す・・・
　コロナの影響で収入が減って本当に困ったら、「刈谷市
社会福祉協議会」に相談しましょう。高齢者施設ひまわり
の中にあります。社協は本当に困っている人の味方です。
ここが窓口になって、国の「緊急小口資金等の特例貸付」
の受け付をしています。
 
◇コロナで収入が減って生活の苦しい人　バイト・社員・
個人事業主全部ＯＫです。

◇会社が休業した人だけでなく手取りが減った人もＯＫ
です。

愛 ◇とりあえずは当面の生活費１０万お貸しします。保証人
不要・利息なしです。

◇個人事業主には倍の２０万お貸しします。小学校が休
校で仕事を休まなければいけない親御さんにもお貸し
します。
◇１０万や２０万借りても、それでもやっぱり苦しかった
ら、あるいは万が一失業とかしたら「総合支援資金」が
あります。こちらは月２０万Ｘ３か月までお貸しします。
こちらも無利息・無保証人。つまり全部合わせたら最大
８０万です。
 
　この制度は当面の生活を建て直して貰うための制度で
す。どんなに長い夜でも夜明けが必ず来ます。この苦難を
乗り越えて、来年の今頃には皆で笑ってお花見に行きま
しょう。

困った時は緊急小口資金等の特例貸付＝社会福祉協議会へ金
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